
 長子配布   
【学校教育目標】「自ら気づき、考えて、行動する子どもの育成 ～やさしく かしこく たくましく～」  
 

 

 

 

 

 

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かがやく  東っ子 

 コミュニケーション力は「挨拶できる力」から 

４月９日（木）に新入生を迎え、全校児童が集う東川登小学校の学校生活がスタートしまし 

た。子ども達は、この２週間で、新しい教室、新しい担任の先生方にすっかり慣れた様子です。 

日々、子ども達の順応する力には感心させられます。 

 

武雄市立東川登小学校 令和８年度 学校便り 第 2 号 

 

令和８年４月 21 日 

文責 校長 坂本康子 東川登小 HP － 響き合う 東っ子の輝き － 

 

（中略）今日から小学校の学校生活をスタートさせるみなさんに、今日は校長先生から 

１つだけお願いをします。それは、「気持ちのよい挨拶ができる一年生」になってほしいと

いうことです。 

挨拶には、いろいろな場面での挨拶があります。 

みなさんは、明日から、保育園や幼稚園と違って自分で登校しますね。朝、家を出る時は、 

元気よく「いってきます」と言いましょう。「いってきます」という挨拶には、「今日も一

日頑張って、また、元気に家に帰ってきます」という気持ちが込められています。家を出る

ときに、その気持ちをおうちの方にしっかりと伝えてから、学校に来てください。そして、

おうちに帰ったら、「ただいま」という挨拶も元気にしてくださいね。 

学校に来る途中や学校に着いてからは、地域の方や、先生方、お友達に、「おはようご 

ざいます」と笑顔で挨拶をしましょう。「おはようございます」という挨拶には、「今日も

一日、よろしくお願いします」という気持ちが込められています。みなさんが気持ちのよい

挨拶をすると、挨拶を受けられた相手の方も、笑顔で応えてくださいます。朝の挨拶は、一

日を気持ちよくスタートさせる魔法の言葉です。進んで、「おはようございます」を元気よ

く言ってください。 

                                 裏面につづく  

さて、この変化の激しい時代の中、子どもたちが社会人となる 

１０年後の社会で必要とされる力の１つに「コミュニケーション力」

が挙げられます。様々な価値観をもつ他者と互いに理解し合って

平和的な暮らしを営んだり、予測しなかった大きな課題に直面し

たとき、協力して解決に向かったりできるためには、コミュニケーシ

ョンをとることが基盤となるからです。 

現在、本校では、４月、５月に「自分から進んで元気よくあいさ

つをしよう」の重点的な取り組みを行っています。初日は小さかっ

た挨拶の声が徐々に大きくなり、自分から挨拶できる子どもたち

が増えてきました。挨拶は、他者とのコミュニケーションの入口で

す。コミュニケーション力を育てる第一歩とも捉えられます。 

まずは、自分と他者の心をつなぐ挨拶が、自分からできる子ど

もに育ってほしいと願っています。そして、その力が土台となり、良

好な人間関係を作る力を伸ばしていってほしいと思います。 

以下は、入学式の学校長の式辞で話した内容です。全校の児童が、真剣な表情で聴いてく

れました。一部ご紹介いたします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・  １日（金）尿検査２次 

・  ８日（金）体力テスト 

    ・１１日（月）ＱＵアンケート※ 

    ・１２日（火）花まるタイム開始（第１回学校運営協議会９：００から） 

    ・１３日（水）集団下校 

    ・１４日（木）花まるタイム 

    ・１５日（金）歯科検診 ４・５・６年生 

    ・１８日（月）なかよしタイム 

    ・１９日（火）花まるタイム 

    ・２０日（水）野外学習５年生（黒髪少年自然の家へ）２１日（木）まで 

    ・２６日（火）花まるタイム 

    ・２７日（水）全校朝会、眼科検診（全校）11：30 から 

    ・２８日（木）花まるタイム 

 

※ＱＵアンケートとは、お子様の「学校生活への満足度」や「やる気」を客観的に知るための

調査です。気付きにくい小さな不安や「もっと頑張りたい」という本音を教師が知ることで、

一人一人に合った声掛けや支援、対応につなげていきます。 

 

 

 

 

 

 

「これからの学校の話をしよう」は、武雄市教育委員会が示す『ひとりひとりをみつめて、 

学校を次の時代へ進める』ための武雄市学校教育ビジョンです。 

他にも、学校生活で大切な「ありがとうございます」や「ごめんなさい」という言葉

もあります。「ありがとうございます」は、感謝を伝える言葉で、「あなたのおかげで

助かりました。あなたが困ったときは、今度はわたしが助けるからね」という気持ちが

込められています。「ごめんなさい」は、自分が悪かったことを謝る言葉ですが、そこ

には、「悪いことしてごめんね。もうしないから、これからもよろしくね（これからも

仲良くしてね）」という気持ちが込められています。 

これらの言葉は、学校生活を楽しく、安心して送ることができるための大事な言葉で

す。これらのことを忘れずに、温かい心をもった一年生になってください。 

（後略）  

入学式後に、ご臨席いただいた来賓の方から感想等を頂きましたので併せてご紹介します。 

・挨拶は礼儀の１つ。礼儀正しい東っ子に育ってほしいものです。 

・挨拶ができる人は、職場でも可愛がられて得します。小学生のときから習慣化さ

せることは大切だと思います。 

・「やらされる」ではなく、「なぜ、挨拶をするのか」が分かって、気持ちを乗せ

て挨拶できるようになってほしいです。 

・挨拶が飛び交う地域では犯罪が少ないと聞きます。不審者は、そんな地域には侵

入しにくいのでしょうね。だから、挨拶ができる子どもに育ってほしいと思いま

す。 

ご家庭でも、ぜひ、挨拶することの「よさ」について話題にされてみてください。 

☆  ５月の学校行事予定 ☆ 


